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勝浦市議会表彰
　特集記事第４０回は、
勝浦市議会表彰式に
ついてお知らせします。

表彰式
日　時　令和７年２月２５日　午前１０時
場　所　勝浦市議会議場

勝浦市議会表彰は、令和６年１月１日から１２月
３１日までを対象に、勝浦市内の小学校・中学校
の児童生徒等でスポーツ、学術、文化等において、
功績が顕著な者を表彰する制度で、今回は、第７
回の表彰式となります。

受賞者　 ( ※ 該当する受賞の内容 )

( 団体の部 )　
勝浦中学校柔道部　女子
　※第４９回関東中学校柔道大会
　　女子団体　出場

(個人の部 )　
勝浦中学校 相子 一

い ち か
花 さん   

※第７８回千葉県総合体育大会
　　女子個人５２kg級　優勝
　第４９回関東中学校柔道大会　
　　女子個人５２kg級　ベスト８
　第５５回全国中学校柔道大会　
　　女子個人５２kg級　出場

　　　　
勝浦中学校 中山 勝浦中学校 中山 菜菜

な つ きな つ き
月月 さん  さん 

※第７８回千葉県総合体育大会　※第７８回千葉県総合体育大会　
　　女子個人５７kg級　準優勝　　女子個人５７kg級　準優勝
　第４９回関東中学校柔道大会　　第４９回関東中学校柔道大会　
　　女子個人５７kg級　出場　　女子個人５７kg級　出場
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勝浦小学校 伊藤 勝浦小学校 伊藤 心心
こ こ あこ こ あ

愛愛 さん        さん       
※2024　全日本ジュニア体操競技　※2024　全日本ジュニア体操競技　
　選手権大会  女子Ｂクラス　　選手権大会  女子Ｂクラス　
　　総合：第４位　ゆか：第２位　　　総合：第４位　ゆか：第２位　
　　段違い平行棒：第６位     　　他　　段違い平行棒：第６位     　　他

興津小学校 岡本 海
ま り ん

姫 さん    
※千葉県海の子絵画展　優秀賞

上野小学校 古市 光
ひかり

 さん    
※第５８回弘法大師奉賛高野山競書
   大会　全日本書道連盟賞

興津小学校 酒井 海
か い り

里 さん
※千葉県海の子絵画展　優秀賞

上野小学校 古市 蒼
そう

 さん
※第５８回弘法大師奉賛高野山競書
　大会　南山賞

上野小学校 滝口 由
ゆ う の す け

乃亮 さん
※国土と交通に関する図画コンクール
　優秀賞

表彰選考委員 委  員  長　佐藤　啓史　　副委員長　久我　恵子
委　 　員　末吉　定夫・鈴木　克已・岩瀬　洋男・戸坂　健一
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
　令和７年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
　当初予算はその年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な予算
となります。予算審査特別委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案が可決されました。
　一般会計当初予算の規模は、１３９億１，１００万円で、前年度当初予算と比較して９．１％の増額と
なりました。
　特別会計当初予算の規模は、５２億７５７万円で、前年度当初予算と比較して１６．８％の減額とな
りました。これは、新年度からの２市２町の水道事業統合・広域化に伴い、水道事業会計が無くなった
ことが主な要因です。
　今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

一般会計予算 １３９億１，１００万円

特別会計予算 ５２億   ７５７万円

予算総額 １９１億１，８５７万円
会　計　区　分

当　初　予　算　額
増減率 説　　　　明

令和７年度 令和６年度

一 般 会 計 １３９億１，１００万円 １２７億５，２００万円 ９．１％ 市の基本的な仕事をするための
会計です。

特 別 会 計 ５２億  　７５７万円 ６２億６，２６３万円 △１６．８％
特定事業を行う場合に一般会計
と区分して経理をする必要が
あるときに設ける会計です。

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定） ２２億６，８００万円 ２５億１，９３８万円 △１０．０％

被保険者の疾病、負傷、出産、
死亡などに際して、必要な保険
給付を行うための会計です。

国民健康保険
（直営診療施設勘定） ６，３７０万円 ７，１０７万円 △１０．４％

勝浦診療所において、被保険者
などに診療を行うための会計
です。

後期高齢者医療 ３億６，０４０万円 ３億５，９６１万円 ０．２％
主に７５歳以上の方を対象とし
た後期高齢者医療制度の保険料
を徴収する事務などを行うため
の会計です。

介護保険 ２５億１，５４７万円 ２４億６，９２９万円 １．９％
被保険者の要介護度などに応じ
て、必要な保険給付を行うため
の会計です。

水道事業 ※令和 7 年度からの２市２町の水道事業統合・広域化に伴い、令和 7 年度予算計上はありません。

合　　計 １９１億１，８５７万円 １９０億１，４６３万円 ０．５％

会計別予算の内訳表

※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。
　令和６年度の当初予算額合計には、水道事業会計予算（8 億 4,328 万円）も含まれます。

　詳細については、「広報かつうら４月号」の掲載をご覧ください。
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 令和７年度一般会計、各特別会計等の予算を審査するため、７人による「予算審査特別委員会」
を設置し、３月１０日から１２日までの３日間、委員会を開会、その審査を実施しました。

 　審査の結果、令和７年度勝浦市一般会計予算については、賛成多数、各特別会計３件につ
いては、全員賛成で可決し、最終日の本会議で委員会報告され、全て可決されました。

 主な事業の質問と答弁（要約）
 一般会計予算（歳入）
　Ｑ　財政調整基金繰入に伴う同基金の管理について
　Ａ　一般的に望ましいとされる標準財政規模の１０％の水準を令和７年度においても維持す

る見込みであり、不測の事態に備え、引き続き基金の確保に努める。

一般会計予算（歳出）
　Ｑ　地域モビリティ推進事業に係るデマンドタクシーシステムの導入効果について
　Ａ　ＡＩを活用した効率的で精度の高い運行ルートの選定により、所要時間や待ち時間の短

縮化をはじめ、スマートフォンの予約を可能とするなど、利便性の向上が期待できる。

　Ｑ　クリーンセンター施設改修工事費について財源として借り入れる市債の償還について
　Ａ　クリーンセンター施設改修工事費には、令和８年度までの２箇年で多額の工事費が見込

まれる中、市債については、元利償還金に対し、交付税措置のある過疎対策事業債の借
り入れを予定し、令和８年度から１３年度までの６箇年の償還計画の策定に加え、その
他の財源として公共施設等整備基金の活用も予定し、財政状況を見据えた財源確保に努
める。

　Ｑ　漁業担い手支援事業について、研修生に対するフォローの内容について
　Ａ　市では、住居借入に対する費用の補助に加え、就労をはじめ、地域生活に関する相談な

ど研修者に寄り添った就業支援に取り組んでいる。

　Ｑ　孤立集落対策事業について
　Ａ　各地区に対し、発電機等の備品配備や備蓄品の支給を主として事業を推進するとしなが

ら、土砂崩れ、倒木等により道路が塞がれた場合、集落が孤立した際、集落自ら、道路
を啓開するための資器材を当該事業で整備することは可能であり、地域の実情や要望に
応じ、柔軟な対応に努める。

　Ｑ　中高生海外研修助成事業の概要について
　Ａ　従来の中学生海外派遣事業から対象を高校生まで拡大し、民間事業者等が企画催行する

研修の参加を対象とし、補助の決定については、応募順に補助基準に基づく審査を経て
決定する。

　Ｑ　ふるさと応援寄附金基金の使い方の基本的な考え方について
　Ａ　市総合計画の着実な推進に必要な財源の確保が厳しい中、令和７年度予算編成にあたっ

ては、財源不足を補完するため財政調整基金の繰入れと併せ、基金を活用したが、条例
に定める目的に沿った充当を銘じている。

委員長： 寺尾重雄　副委員長： 狩野光一
委　員： 松﨑栄二　鈴木克己　久我恵子　渡辺ヒロ子　長田　悟

5



令和７年３月定例会審議結果
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！		 	
◯３月定例会　会期　２月２５日から３月１４日まで１８日間

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第１号 一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第２号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可決

議案第３号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決

議案第４号 令和６年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第５号 令和６年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案第６号 令和６年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案第７号 令和６年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決

議案第８号 令和６年度勝浦市水道事業会計補正予算 可決

議案第１１号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 総務文教 可決

議案第１２号 地域手当の支給に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて 総務文教 可決

議案第１３号 職員の仕事と生活の両立支援の拡充に係る関係条例の整備に関
する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１４号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 総務文教 可決

議案第１６号 勝浦市税条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１７号 勝浦市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 産業厚生 可決

議案第２０号 勝浦市観光案内所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 産業厚生 可決

議案第２２号 令和６年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第２３号 令和６年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第２４号 令和６年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決
議案第２７号 令和７年度勝浦市後期高齢者医療特別会計予算 予算審査 可決
議案第２８号 令和７年度勝浦市介護保険特別会計予算 予算審査 可決

議案第３０号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について 同意

議案第３１号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めること
について 同意
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議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果
議案第３２号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３３号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３５号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３６号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３７号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３８号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第３９号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
議案第４０号 勝浦市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて 同意
発議案第１号 勝浦市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決
発議案第２号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書 可決

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。　 
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。

議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
戸
部
　
薫

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

岩
瀬
　
琢
弥

長
田
　
悟

岩
瀬
　
清

鈴
木
　
克
已

狩
野
　
光
一

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

戸
坂
　
健
一

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

岩
瀬
　
義
信

佐
藤
　
啓
史

末
吉
　
定
夫

議案第
９号

勝浦市デジタル化推進基金条
例の制定について 総務文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
１０号

勝浦市こども未来応援基金条
例の制定について 産業厚生 可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
１５号

刑法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

総務文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
１８号

勝浦市火葬場の設置及び管理
に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

産業厚生 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
１９号

勝浦市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について 産業厚生 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
２１号

令和６年度勝浦市一般会計
補正予算

総務文教
及び　　
産業厚生

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
２５号 令和７年度勝浦市一般会計予算 予算審査 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
２６号

令和７年度勝浦市国民健康
保険特別会計予算 予算審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
２９号 財産の無償貸付について 産業厚生 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案第
３４号

勝浦市農業委員会の委員の任命に
つき同意を求めることについて 不同意 ○ ○ × × 退 ○ ○ × × × × ○ × － ×

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。
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各常任委員会等の活動報告

総務文教常任委員会

議会運営委員会

産業厚生常任委員会

　総務文教常任委員会は３月６日に開催し、付託された議案８件、陳情１件の審査を
行いました。付託された議案８件について質疑を経て、議案第９号、議案第１５号
及び議案第２１号は賛成多数、その他５件は全員賛成で可決しました。また、付託
された陳情第４号「政党機関紙の庁舎内勧誘行為における庁舎管理規則の徹底を
求める陳情書」は賛成多数で採択となりました。
　この審査結果を３月１４日の本会議で委員長が報告しました。

　議会運営委員会は、３月６日に開催し、付託された陳情第１号「議会基本条例の
逐条解説の作成と公開を求める陳情」、陳情第２号「議会運営の基本事項を定めた
議会基本条例が形骸化していて困るので、条例に準拠した議会運営を実現する事を
求める陳情」、陳情第３号「全ての議員が積極的に議論する議会の実現に向けた
取り組みを求める陳情」の審査を行いました。付託された陳情３件については、
慎重に審議する必要があり、会期中に結論を出すのが困難なため、議長に対して、
閉会中の継続審査の申出をしました。
　この審査内容を３月１４日の本会議で委員長が報告しました。

　産業厚生常任委員会は３月７日に開催し、付託された議案１０件、陳情１件の審査
を行いました。付託された議案１０件は質疑を経て、全員賛成で可決しました。また、
付託された陳情第５号「ドローン事業の総括とゴミ袋代の値下げを求める陳情」は
全会一致で不採択となりました。
　この審査結果を３月１４日の本会議で委員長が報告しました。
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２
月
28
日
・
３
月
３
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

2 月 28日
久
我
恵
子
議
員
①
定
期
接
種
と
な
る
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

②
防
災
井
戸
の
設
置
、
指
定
に
つ
い
て

長
田　

悟
議
員

①
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
主
な
事
業
の
実
績
、
進
捗

状
況
及
び
次
年
度
以
降
の
継
続
性
等
に
つ
い
て

②
令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

③
各
地
区
の
課
題
解
決
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て

岩
瀬
琢
弥
議
員
①
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

鈴
木
克
已
議
員

①
地
域
再
生
法
に
基
づ
く
地
域
再
生
計
画
の
内
、
か
つ
う
ら

海
中
公
園
再
生
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
関
連
す
る
事
案
に

つ
い
て

②
ゴ
ミ
袋
の
価
格
引
き
下
げ
に
つ
い
て

岩
瀬　

清
議
員
①
勝
浦
市
の
財
政
に
つ
い
て

3 月 3日
戸
部　

薫
議
員
①
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
す
る
市
民
の
不
安
や

要
望
に
つ
い
て

②
国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

戸
坂
健
一
議
員
①
漁
港
漂
着
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

②
市
内
の
未
利
用
資
源
活
用
に
つ
い
て

渡
辺
ヒ
ロ
子
議
員
①
市
長
が
目
指
す
『
未
来
に
続
く
ま
ち
づ
く
り
』
に
つ
い
て

寺
尾
重
雄
議
員
①
駅
裏
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
の
観
光
及
び
未
来
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

定
期
接
種
化
さ
れ
る
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
市
独
自
の
接
種
の
違

い
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
は
50
歳
以
上
の

方
に
令
和
５
年
４
月
か
ら
市

独
自
の
接
種
費
用
の
助
成
が

さ
れ
て
い
る
。
令
和
７
年
４

月
か
ら
は
国
の
定
期
接
種
化

と
な
る
が
、
対
象
者
は
原
則

65
歳
以
上
の
方
と
さ
れ
、
50

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
は
含

ま
れ
な
い
。
市
の
独
自
の
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は

ど
の
様
に
な
る
の
か
お
聞
き

す
る
。

Ａ
定
期
接
種
と
任
意
接
種

に
区
分
し
た
上
で
、
現
行
と

同
様
に
助
成
し
て
行
く
。

Ｑ
定
期
接
種
と
任
意
接
種

の
手
続
き
及
び
病
院
窓
口
で

の
費
用
の
支
払
い
方
の
違
い

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。 久我恵子議員

Ａ
４
月
中
に
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
周
知

文
書
を
全
戸
配
布
す
る
。
定

期
接
種
対
象
と
な
る
接
種
該

当
者
に
は
申
し
込
み
を
い
た

だ
い
た
の
ち
、
予
診
票
を
お

送
り
す
る
。
こ
の
予
診
票
を

使
い
、
市
内
医
療
機
関
等
で

接
種
を
受
け
た
の
ち
、
生
ワ

ク
チ
ン
で
あ
れ
ば
４
，０
０
０

円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は

１
０
，０
０
０
円
を
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

お
支
払
い
い
た
だ
く
。ま
た
、

任
意
接
種
の
方
は
定
期
接
種

と
同
額
の
助
成
券
を
お
渡
し

す
る
。

Ｑ
大
地
震
等
で
給
配
水
管

や
水
道
施
設
が
破
損
し
、
断

水
が
長
引
い
た
場
合
、
大
量

の
生
活
用
水
の
確
保
が
必
要

防
災
井
戸
の
設
置
、

指
定
に
つ
い
て

と
な
る
。
水
道
の
断
水
時
に

地
域
の
民
間
井
戸
の
活
用
が

必
要
と
考
え
る
。
防
災
井
戸

の
必
要
性
に
つ
い
て
お
聞
き

す
る
。

Ａ
市
は
防
災
井
戸
の
必
要

性
を
認
識
し
、
平
成
20
年
に

国
際
武
道
大
学
と
災
害
時
に

お
け
る
地
下
水
の
供
給
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
上
水
道
の
断
水
で

孤
立
集
落
が
多
数
発
生
し
た

場
合
、
代
替
水
源
の
一
つ
と

し
て
市
内
各
地
に
活
用
可
能

な
防
災
井
戸
の
確
保
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
時
点
で
確

保
は
で
き
て
い
な
い
。
し
た

が
い
ま
し
て
、
今
後
、
各
地

区
に
お
い
て
、
防
災
井
戸
等

の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

を
関
係
者
と
協
力
し
、
進
め

た
い
。
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長田　悟議員

Ｑ
ア
ナ
ロ
グ
規
制
と
は
人

の
目
に
よ
る
確
認
、
現
地
で

の
調
査
、
書
面
で
の
掲
示
な

ど
の
手
法
を
前
提
と
す
る
規

制
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
人

口
減
少
が
急
速
に
進
む
中

で
、
地
域
の
人
手
不
足
を
解

消
し
、
住
民
の
暮
ら
し
に
密

接
に
関
連
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
、
強
化
し
て
い
く

た
め
に
規
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
情
報
政
策
課
を
設
置

し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
状
況
に
応
じ
て
条
例
改

正
を
含
め
た
適
切
な
手
段
を

取
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

Ｑ
デ
ジ
タ
ル
庁
が
公
表
し

て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点

検
、
見
直
し
の
取
組
状
況
の

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
勝

浦
市
は
ど
う
回
答
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
検
討
中
と
し
て
お
り
ま

す
。Ｑ

人
口
減
少
、
人
手
不
足

が
発
生
す
る
と
き
に
ど
う

や
っ
て
生
産
性
や
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
落
と
さ
ず
に
仕
事
を
し

て
い
く
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
市
役
所
業
務
に
つ
い
て

の
分
析
、課
題
の
要
因
究
明
を

行
い
、業
務
の
最
適
化
を
す
る

改
善
方
法
の
検
討
や
デ
ジ
タ

ル
化
を
含
め
た
業
務
の
改
善

手
段
の
選
定
を
図
り
、業
務
の

合
理
化
や
生
産
性
の
向
上
を

推
進
し
、業
務
を
遂
行
す
る
た

め
の
人
員
を
少
な
く
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
で
、人
手

不
足
解
消
に
努
め
ま
す
。

岩瀬琢弥議員

Ｑ
規
制
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
経
済
へ
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
の
経

済
の
維
持
、
成
長
が
遂
げ
ら

れ
る
た
め
の
適
切
な
施
策
の

実
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
規
制
の
点
検
・
見
直
し

の
推
進
に
は
、
首
長
等
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
庁

内
の
前
向
き
な
機
運
の
醸
成

が
重
要
と
あ
り
ま
す
。
市
長

の
意
思
を
御
確
認
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
は
重

要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
ま

し
て
、
適
宜
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
執
っ
て
い
く
つ
も
り
で

あ
り
ま
す
。

Ｑ
７
年
度
照
川
市
政
が
提

案
す
る
重
要
な
政
策
及
び
財

源
措
置
、
将
来
に
わ
た
る
効

果
及
び
費
用
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

各
地
区
の
課
題
解
決
の

た
め
の
支
援
策
に
つ
い
て

ア
ナ
ロ
グ
規
制
の

見
直
し
に
つ
い
て

Ｑ
各
地
区
の
課
題
の
ひ
と

つ
と
し
て
共
同
ア
ン
テ
ナ
設

置
地
域
の
テ
レ
ビ
電
波
受
信

困
難
解
消
策
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

難
視
聴
対
策
と
し
て
、
共
同

受
信
施
設
に
よ
る
視
聴
、
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を

利
用
し
た
視
聴
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
者
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

Ｑ
共
同
受
信
施
設
更
新
の

支
援
策
が
あ
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

Ａ
国
及
び
市
の
補
助
制
度

は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。　

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

を
利
用
し
た
テ
レ
ビ
視
聴
が

で
き
る
環
境
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
視
聴
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

拡
大
を
要
望
す
る
考
え
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て

要
望
な
ど
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

Ａ
令
和
７
年
度
は
、
こ
ど

も
未
来
応
援
課
を
新
設
し
、

各
種
の
子
育
て
応
援
策
を
具

現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額

も
減
少
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
効
果
検
証
に
基
づ
く

事
業
の
取
捨
選
択
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
場
面
も
あ
る
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
着
実
な
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
子
育
て
応
援
策

の
み
な
ら
ず
、
必
要
な
新
規

事
業
は
何
か
、
常
に
考
え
な

が
ら
進
ん
で
い
く
、
こ
れ
が

肝
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
ご
み
処
理
に
か

か
る
経
費
や
広
域
処
理
に
よ

る
経
費
節
減
に
つ
い
て
、
そ

の
投
入
さ
れ
る
財
源
等
に
つ
い

て
、
市
民
が
理
解
で
き
る
よ

う
な
根
拠
を
示
し
、
周
知
す

る
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
市
の
財
政
の
厳
し
さ
に

つ
い
て
御
理
解
い
た
だ
く
と

い
う
の
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
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岩瀬　清議員

鈴木克己議員

Ｑ
令
和
３
年
及
び
４
年
度

に
、
ゴ
ミ
袋
の
価
格
引
き
下

げ
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
実
施
し
て
い
な

い
。
是
非
、
市
長
の
英
断
で

値
下
げ
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
予
算
計
上
し
た
が
、
議

会
で
の
指
摘
な
ど
が
あ
り
値

下
げ
を
実
施
し
な
か
っ
た
。

現
在
は
、
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
に
係
る
経
費
な
ど
が
上

昇
し
て
お
り
値
下
げ
に
は
取

り
組
め
な
い
。
財
政
状
況
も

非
常
に
苦
し
く
前
向
き
な
回

答
は
出
来
な
い
。

Ｑ
昨
年
度
、経
常
収
支
比

率
が
99
・８
％
、単
年
度
収
支

に
至
っ
て
は
約
２
億
４
千

５
百
万
円
の
赤
字
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
鑑

み
て
本
年
度
は
ど
の
様
に
予

算
執
行
を
さ
れ
て
き
た
の
か

伺
い
ま
す
。

Ａ
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

は
、ス
リ
ム
化
の
意
識
の
下
、

経
常
的
経
費
の
抑
制
、
事
業

の
効
率
化
等
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

よ
り
徹
底
し
、
人
件
費
を
含

め
歳
出
抑
制
の
一
層
強
化
、

税
・
税
外
収
入
の
確
保
を
、

職
員
の
意
識
改
革
を
行
い
な

が
ら
、
今
後
も
全
庁
を
挙
げ

て
取
り
組
む
所
存
で
す
。

Ｑ
昨
年
度
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
焼
却
施
設
が
故
障

し
、
修
復
す
る
の
に
か
な
り

クリーンセンター

か
つ
う
ら
海
中
公
園
再
生

計
画
の
進
捗
状
況
及
び

関
連
す
る
事
案
に
つ
い
て

ゴ
ミ
袋
の
価
格

引
き
下
げ
に
つ
い
て

勝
浦
市
の
財
政
に
つ
い
て

Ｑ
令
和
２
年
７
月
17
日
付

け
で
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
に
提

出
し
た
海
中
公
園
再
生
計
画

の
今
後
の
事
業
化
を
ど
の
よ

う
に
計
画
す
る
考
え
か
。

Ａ
資
料
は
、
そ
の
後
の
計

画
の
議
論
の
た
め
の
資
料
で

あ
り
、
今
後
の
必
要
性
を
精

査
し
検
討
す
る
。

Ｑ
海
中
公
園
再
生
計
画
に

よ
り「
エ
デ
ン
」が
建
設
さ
れ

稼
働
し
て
い
る
が
、
事
業
の

検
証
と
結
果
公
表
は
、
ど
の

様
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ
事
業
の
評
価
は
、
毎
年

度
６
月
に
検
証
し
公
表
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
、
令
和
６

年
度
は
、
い
ま
だ
検
証
さ
れ

て
い
な
い
の
で
早
急
に
実
施

し
ま
す
。

Ｑ
市
は
昨
年
度
、
エ
デ
ン

に
隣
接
し
た
家
屋
付
き
民
間

地
を
購
入
し
た
が
、
そ
の

後
、
何
ら
対
応
が
無
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
利
用
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
千
葉
県
や
民

間
事
業
者
な
ど
と
有
効
活

用
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。
今
後
、
意
見
交
換
の

内
容
を
踏
ま
え
利
用
方
針

を
定
め
る
。

Ｑ
令
和
５
年
６
月
に
海
中

公
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
た
が
設

置
要
綱
に
基
づ
く
会
議
の
詳

細
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
会
議
は
、
令
和
５
年
７

月
と
６
年
６
月
に
開
催
し
、

関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る

貴
重
な
意
見
交
換
の
場
で

あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
有

効
に
活
用
し
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

購入済の家屋付土地

の
金
額
を
要
し
ま
し
た
が
、

他
の
施
設
も
含
め
て
、
再
度

こ
の
様
な
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
現
状
で
、
ど
う
対
処
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

関
し
て
は
、
市
原
市
の
新
た

な
施
設
へ
の
搬
入
、
持
込
み

処
理
が
で
き
る
ま
で
の
間
、

予
防
保
全
を
念
頭
と
し
つ
つ

現
施
設
を
通
常
に
稼
働
で
き

ま
す
よ
う
延
命
工
事
を
最
小

限
の
範
囲
で
令
和
８
年
度
ま

で
実
施
し
、
令
和
５
年
度
に

お
き
ま
し
て
、
公
共
施
設
な

ど
の
整
備
、
保
全
の
た
め
の

財
源
の
確
保
の
た
め
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
を
造
成
致

し
ま
し
て
、
こ
の
基
金
の
活

用
の
ほ
か
、
国
県
な
ど
の
補

助
金
や
、
ま
た
起
債
の
活
用

も
含
め
て
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
昨
年
度
の
実
質
収
支
額

は
２
億
４
千
４
百
万
円
の
黒

字
で
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ

単
年
度
収
支
が
２
億
４
千
５

百
万
円
の
赤
字
に
な
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

Ａ
実
質
収
支
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
会
計
年
度
末
で
の

ス
ト
ッ
ク
、
現
金
残
高
で
あ

り
ま
し
て
、
ま
た
単
年
度
収

支
は
、
年
度
末
か
ら
の
１
ケ

年
度
間
で
の
現
金
の
増
減
フ

ロ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
対
策
で
の
交
付
金
な
ど
、

令
和
４
年
度
で
収
入
し
た
国

や
県
の
支
出
金
の
返
還
金
の

ほ
か
、
経
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
単
年
度
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
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Ｑ
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
や
マ
イ

ナ
保
険
証
に
対
す
る
市
民
の

不
安
に
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
ま
す
か
。
伺
い
ま
す
。

Ａ
市
民
が
安
心
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
、
職
員
に
よ
る

迅
速
か
つ
丁
寧
な
説
明
に
努

め
、不
安
解
消
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
マ
イ
ナ
保
険
証
の
新
制

度
づ
く
り
に
多
大
な
税
金
を

使
う
よ
り
社
会
保
障
の
充
実

に
使
っ
て
欲
し
い
と
言
う
声

に
、ど
う
説
明
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
事
業
は
、

政
府
が
施
策
を
展
開
し
法

制
化
さ
れ
て
お
り
、
国
か

ら
の
補
助
金
な
ど
を
受
け

地
方
公
共
団
体
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
限
ら
れ
た
予

算
を
効
果
的
に
配
分
し
て
市

政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

勝浦診療所

Ｑ
市
内
の
各
漁
港
に
は
、

台
風
や
し
け
の
際
、
大
量
の

ご
み
が
漂
着
す
る
。
そ
の
都

度
、
漁
業
者
が
清
掃
を
行
っ

て
い
る
が
量
が
膨
大
な
上
、

カ
ジ
メ
や
ナ
ガ
モ
ク
等
の
海

藻
類
に
つ
い
て
は
処
理
が
難

し
く
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
元
漁
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
市
は
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
。

Ａ
市
営
漁
港
に
つ
い
て

は
、
新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組

合
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
地

元
漁
業
関
係
者
に
御
協
力
い

た
だ
き
、
市
職
員
と
共
同
で

回
収
し
て
い
る
。

Ｑ
海
藻
を
含
む
漂
着
ご
み

を
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
引
取
る

事
は
可
能
か
。
ま
た
そ
の
場

合
ど
の
様
な
問
題
が
あ
る
か
。

漁港海藻ごみ回収作業の様子

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ

保
険
証
に
対
す
る
市
民

の
不
安
や
要
望
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

あ
り
方
に
つ
い
て

市
内
漁
港
へ
の
漂
着
ご

み
の
処
理
に
つ
い
て

Ｑ
国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
の
マ
イ
ナ
保
険
証

登
録
者
数
と
被
保
険
者
対
比

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
昨
年
末
現
在
で
、
マ
イ

ナ
保
険
証
は
、
国
保
で
は

登
録
数
が
２
９
２
６
件
72
・

10
％
。
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
で
は
登
録
数
２
９
９
７
件

で
71
・
09
％
で
す
。

Ｑ
医
療
窓
口
で
の
市
民
の

マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
者
数

に
対
す
る
利
用
状
況
は
？

Ａ
国
保
は
38
・
16
％
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は

31
・
80
％
で
す
。

Ｑ
資
格
確
認
書
の
発
行
は

７
月
で
す
か
、
伺
い
ま
す
。

Ａ
資
格
確
認
書
は
、
７
月

中
に
郵
便
書
留
で
送
付
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
有
効

期
限
日
前
に
郵
送
し
ま
す
。

Ｑ
国
保
税
の
う
ち
均
等
割

税
や
平
等
割
税
は
、
廃
止
に

向
け
又
は
減
額
や
免
除
制
度

早
急
に
実
施
す
べ
き
と
思
い

ま
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
平
等
割
に
つ
い
て
は
、
県

内
市
町
村
の
保
険
料
水
準
の
統

一
が
予
定
さ
れ
て
い
る
事
な
ど

か
ら
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
及

び
介
護
に
か
か
る
平
等
割
は
廃

止
す
る
案
を
今
議
会
に
提
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
応
益
負
担
や

軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
本
市
の
現
行
国
保
税
の

所
得
割
の
％
、一
世
帯
当
た

り
の
平
等
割
の
年
額
、
均
等

割
の
一
人
当
た
り
の
年
額
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
所
得
割
は
現
行
11
・
３

％
、平
等
割
額
は
３
万
９
０
０

円
、均
等
割
額
は
、一
人
３

万
７
，１
０
０
円
で
す
。

Ａ
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
処

理
は
難
し
い
。
理
由
は
、
水

分
を
多
く
含
む
も
の
を
焼
却

炉
内
へ
投
入
し
た
場
合
、
未

乾
燥
の
た
め
不
完
全
燃
焼
を

起
こ
す
事
や
、
海
水
を
含
ん

だ
ご
み
の
焼
却
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
が
発
生
し
や
す
く
な

る
た
め
。

Ｑ
今
後
、
漁
業
に
支
障
が

出
る
よ
う
な
大
量
の
漂
着
ご

み
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て

も
予
算
を
つ
け
て
漁
業
者
の

収
集
処
理
を
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
支
援

策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
市
営
漁
港
に
つ
い
て
は
、

新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組
合
と

必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
協

議
す
る
。
ま
た
、
県
営
漁
港

で
あ
る
勝
浦
漁
港
に
お
い
て

も
、
千
葉
県
南
部
漁
港
事
務

所
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
対

応
策
を
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
処
理
が
困
難
な
大
量
の

海
藻
漂
着
ゴ
ミ
が
発
生
の

際
、
具
体
的
に
ど
う
支
援
を

し
て
い
く
の
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
処
理
で
は

処
理
し
切
れ
な
い
、
大
量
の

漂
着
が
あ
っ
た
場
合
に
は
市

で
引
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
千
葉
県
で
は
、
海
岸
漂

着
物
対
策
地
域
計
画
を
策
定

し
、
重
点
区
域
を
設
け
て
漂

着
物
の
対
策
を
推
進
し
て
い

る
。
し
か
し
、
近
隣
沿
岸
自

治
体
は
重
点
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

勝
浦
市
は
区
域
に
入
っ
て
い

な
い
。
加
入
し
て
漂
着
物
対

策
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

Ａ
調
査
研
究
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
、
今
後
、
加
入
も
含

め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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上空から見る
JR 勝浦駅裏地区

Ｑ
照
川
市
長
が
『
夷
隅
地

区
の
未
来
を
語
る
会
』
で
取

り
上
げ
た
勝
浦
市
の
課
題
の

う
ち
、
少
子
化
対
策
と
し
て

の
経
済
的
支
援
と
、
観
光
と

経
済
の
視
点
か
ら
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
充
実
と
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て
伺
う
。ま
ず
は
、

新
設
す
る
こ
ど
も
未
来
応
援

課
の
目
的
と
他
課
と
の
連
携

の
お
考
え
は
。

Ａ
教
育
環
境
の
整
備
や
学

校
教
育
課
・
生
涯
学
習
課
と

の
連
携
を
強
化
し
、さ
ら
に
、

移
住
・
定
住
支
援
、
結
婚
支

援
、
働
く
場
・
住
宅
確
保
な

ど
各
課
と
連
携
し
、
少
子
化

対
策
を
進
め
る
。

Ｑ
７
つ
の
経
済
的
支
援
策

に
つ
い
て
伺
う
。

Ｑ
勝
浦
の
観
光
の
将
来
的

な
も
の
「
涼
し
く
暖
か
い
勝

市
長
が
目
指
す
『
未
来

に
続
く
ま
ち
づ
く
り
』

に
つ
い
て

勝
浦
の
駅
裏
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

勝
浦
の
観
光
及
び
未
来

の
観
光
資
源
に
つ
い
て

Ａ
妊
産
婦
検
診
費
用
、
０

歳
児
か
ら
の
保
育
料
、
こ
ど

も
園
と
保
育
所
の
給
食
費
の

無
償
化
、
不
妊
治
療
費
助
成

額
を
10
万
円
→
20
万
円
に
拡

充
、
お
む
つ
券
を
7
万
円

→
10
万
円
に
増
額
及
び
出
産

祝
い
金
（
第
2
子
20
万
円
、

第
3
子
40
万
円
）
を
支
給
、

在
宅
子
育
て
助
成
金
（
0
～

2
歳
児
を
育
て
る
保
護
者
に

月
1
万
円
）、
幼
稚
園
型
一
時

預
か
り
補
助
（
年
2
万
円
）。

Ｑ
こ
れ
ら
子
育
て
支
援
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
の
お
考

え
を
伺
う
。

Ａ
市
Ｈ
Ｐ
・
L
I
N
E
・

特
設
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
、

メ
デ
ィ
ア
と
も
連
携
。
子
育

て
し
や
す
い
町
と
し
て
の
認

知
度
を
高
め
る
。

Ｑ
観
光
振
興
と
経
済
活
性

化
に
つ
い
て
、
経
済
波
及
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
の
経

済
効
果
は
大
き
く
、
来
訪
者

1
人
当
た
り
の
消
費
額
９
，

２
６
３
円
、
16
・
３
万
人
の

来
訪
で
経
済
波
及
効
果
約
15

億
円
。
花
火
大
会
や
地
域
祭

り
の
経
済
効
果
は
、
宿
泊
・

飲
食
へ
の
波
及
や
地
域
活
性

化
に
貢
献
。

Ｑ
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
地
域
お
こ
し
、
交
流
人
口

の
増
大
を
目
指
し
た
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
の
創
出
と
し
て
、

勝
浦
の
お
祭
り
と
武
道
大
学

の
エ
イ
サ
ー
を
核
と
し
た
文

化
交
流
、
勝
浦
と
武
道
大
学

と
の
連
携
、
さ
ら
に
沖
縄
と

の
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
提

案
し
た
い
が
、
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
関
係
人
口
増
大
に
期

待
。
武
道
大
学
と
沖
縄
の
交

流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
市

の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と

感
じ
る
た
め
、

具
体
化
を
進

め
た
い
。

Ｑ
駅
裏
の
用
途
地
域
は
第

一
種
低
層
住
宅
専
用
地
域

で
、
一
部
を
市
営
駐
車
場
用

地
と
し
て
約
50
台
分
、
半
分

の
駐
車
料
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
の
駅
裏
の
使

用
活
用
に
つ
い
て
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

Ａ
勝
浦
駅
北
口
の
市
有
地

に
つ
い
て
は
、
現
在
「
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
計
画
的
な
都
市
基
盤
の
整

備
促
進
な
ど
、
市
の
玄
関
口

と
し
て
良
好
な
市
街
地
環
境

の
形
成
に
向
け
た
検
討
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

浦
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、移
住・

定
住
促
進
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
今
後
ど
う

し
て
い
く
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
昨
年
、
か
つ
う
ら
朝
市

は
10
年
ぶ
り
に
15
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
海
中
公
園

や
海
水
浴
場
も
訪
問
が
増

え
、
速
報
数
値
で
、
総
入
込

数
は
１
０
０
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

　
周
辺
地
域
と
も
法
域
的
な

連
携
を
図
り
、
選
ば
れ
る
観

光
地
と
し
て
発
展
し
続
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
今
後
日
本
に
訪
問
し
て

い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
外
国

人
の
受
け
入
れ
体
制
を
ど
う

考
え
る
か
、
民
泊
・
空
き
家

対
策
に
関
し
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
民
泊
に
関
し
ま
し
て
、

移
住
促
進
に
間
接
的
な
影
響

を
与
え
る
面
は
あ
る
と
考
え

ま
す
。
地
域
の
魅
力
発
信
、

定
住
支
援
策
、
空
き
室
活
用

促
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
観
光
、
民
泊
・
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
で
サ
ウ
ナ
・
タ
ラ
ソ

テ
ラ
ピ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
サ
ウ
ナ
人
口

増
加
に
伴
い
、
他
県
で
も
一

つ
の
魅
力
化
策
の
打
ち
だ

し
、勝
浦
へ
の
勧
誘・ア
ピ
ー

ル
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
に
関
し

て
伺
い
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
観
光
協
会
、
地

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
登
録
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
千
葉
県

内
初
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
、
一
つ
の
地
域
で
は
達

成
で
き
な
い
よ
う
な
地
域

活
性
化
、
広
域
に
よ
る
地

域
活
性
化
と
い
う
も
の
を

目
指
し
ま
す
。
新
た
な
観

光
資
源
を
把
握
し
国
や
県

の
動
き
、
交
付
金
等
に
着

目
し
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む

こ
と
が
大
事
と
考
え
ま
す
。
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

編集後記

　私の将来の夢は看護師になることです。母
が看護師として熱心に勉強し、患者に優しく
接する姿に憧れたのがきっかけです。私は人
を笑顔にすることが好きで、困っている人に
手を差し伸べ、感謝の笑顔を向けられると私
も幸せになります。今は、少しでも「看護」
という仕事を知るために、母から教えてもら
ったり、自分で調べたりしています。そして、
将来は母のように皆を笑顔にできる素敵な看
護師になりたいです。勝浦中学校　３年

本
ほんしょう

庄　葵
あおい

 さん

　議会だより「みんなのギカイ」第１９３号をお届けします。みんなのギカイでは、広報広聴常任委員会のメン
バーを中心に、対談記事やトピックス、一般質問の原稿に至るまでほぼ全ての原稿を議員自ら編集しています。
より多くの市民の皆さんに親しまれ、手に取っていただけるような議会だよりを目指して、いっそう研鑽してま
いります。 広報広聴常任委員長　戸坂　健一

議会のうごきについて報告します
（令和７年２月～４月）

きみの未来、あなたの未来

2 月 5日
7日

9日
12日

13日
17日

20日
25日
26日
28日

3月 3日

国民健康保険事業の運営に関する協議会
全国高速自動車道市議会協議会総会
（東京都）
ビッグひな祭り成功祈願祭
南房総広域水道企業団運営協議会
（大多喜町）
黒船「ハーマン号」慰霊祭（官軍塚）
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
（いすみ市）
議会運営委員会・表彰選考委員会
３月定例会　本会議　初日・議会表彰式
本会議　
本会議　一般質問
本会議　一般質問

4日
5日
6日
7日

10・11・12日
14日

19日
4月 7日
15日

17・18日

21日

本会議　質疑
本会議　質疑・予算審査特別委員会
総務文教常任委員会・議会運営委員会
産業厚生常任委員会
予算審査特別委員会
本会議　最終日　
広報広聴常任委員会・議会改革検討委
員会
水道事業運営審議会・環境審議会
成美学園高等學校入学式
広報広聴常任委員会
関東市議会議長会定期総会
（栃木県那須塩原市）
オーシャンビュー勝浦開所記念式典

議 会 の う ご き

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで
勝浦市ホームページ　勝浦市議会サイト
https://www.city.katsuura.lg.jp/site/gikai/
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